
1351

〔沓辱轡碧粥

泌尿器科領域における血清ferritinの検討（第1報）

安城更生病院

  和志田

  伏 見

泌尿器科（部長；和志田裕人）

裕人・神野浩彰
  登・津ケ谷 正 行

CLINICAL EVALUATION OF SERUM FERRITIN LEVELS
          IN UROLOGIC DISEASES

Hiroto WAsmDA， Hiroaki JiNNo， Noboru FusHiM1 and Masayuki TsuGAyA

From the DePartment of Urology， Anjo Kosei Hospital

    （Director： H． Vtlashida， M．D．）

  Serum feTritin was measured using SPAC Ferritin Kit （Daiichi Radioisotope， Co．， Ltd．） in patients

with benign prostatic hyperplasia （BPH： 32 cases）， carcinoma of the prostate （26 cases）， carcinoma

of the bladder （male； 23 cases， female； 5 cases）， and carcinoma of the kidney （6 cases）． Mean values

of serum ferritin were 89，4土50．6 ng／ml in BPH，247．3土513．3 ng／ml in carcinoma of the prostate，

80．6＝』72ng／ml in carcinoma of the bladder of men，81．0±37．1ng／ml in that of women and 132．7士

37．1 ng／ml in carcinoma of the kidney．

  It was suggested that serum ferritin could be contributory for follewing up patients with carcinoma

of the kidney．
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緒 言

 1937年Laufbergerが馬の脾臓よりferritinを分離

結晶化して以来ferritinについての研究が進み，1972

年Add圭sonら2）によりimmunoradiometric assayが

報告され，それまで血清中には存在．しないとされてい

たferritinが，ごく微量ながらも血清中に存在するこ

とが明らかにされた．さらには新津ら3）によるdouble

antibodies radioimmunoassay法の実用化， two site

immunoradiornetric assay法4）の開発からkit化さ

れ，血清ferritinの測定方法が容易となった．測定方

法の普及に伴い各種疾患と血清ferritinの関連につい

て多くの研究がなされ，特にそれらのなかでも，

tumor markerとして， CEA， AFPに次ぐ癌胎児性

蛋白としての臨床的意義についての検討が始められて

いる。

 われわれはSPAC Ferritin Kit（第一ラジオアイソ

トープ）を用いて，泌尿器科領域の悪性腫瘍における

血清ferritinの動態についての検討を行ってきており，

今回その概略を報告する．

方法および対象

 SPAC Ferri伽Kitはチューブを抗体で固相化した

two site immunorad三〇mctric assay法であり，試薬

の調製および測定手技はキットに添付されt摘作方法

に従った．（Fig．1）

 対象は一80℃のディープフリーザーに保存してあ

った血清のうち，未治療の患者（腎癌については治療

後も含めた）について検討した，検査までの最長保存

期間は3年であった．疾患内訳は前立腺肥大症32例

（平均年齢72．6歳），腎癌6例（いずれも男性，平均

年齢54．7歳），膀胱癌28例（男性23例・平均年齢67．4

歳，女性5例・平均年齢57。8歳），前立腺癌26例（平

均年齢74．4歳）の計92例である．いずれも生検あるい

は摘出標本により組織学的に確認されている．
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Fig 1． Assay procedure of serum ferritin using SPAC Ferritin Kit

Table 1． Correlation among serum ferritin，
     Fe and UIBC in patients with bladder

     cancer （grade M）

Ferrtin Fe UIBC
｛ng／m口 CPU9／mけ ｛μ9／m i｝

L
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5．

4．

5．

10．1

14．3

13．2

17．6

14，5

21

55

41

65

23

564
29i

358
297

264

成 績

 1．前立腺肥大症および繭立腺癌（Fig．2）

 前立腺肥大症32例における最低値は18．2ng／ml，最：

高値220ng／mlで平均は89・4土50・6 n9／m1であった．

この値は諸家がすでに報告しているSPAC Ferritin

Kitによる健常者の血清フェリチン値とほぼ同様の値

であった．前立腺癌（全例とも腺癌）26例については，

最低19．3 ng／ml～最高2640 ngfml平均247．3±

513，3 ngfmlであった． Stage Dにおいて957，2640

ng／m1と2例の高値を除外した平均は118・1ng／mlで

あっ7（Fig・2点線で示す）．前立腺癌をstage別に

分類し，血清ferritinとの関連をみると， stage B

（5｛列）  ： 52・3＝L34・3P9／ml， stage G  （2｛列） 22・9土

3．6 ng／ml， stage D（1g例）：322±582．5 ng／mlであ

った．stage Dにおいて異常高値の2例を除く平均は

148．6 ngfmlであった．なおstage C， Dの患者の全

例において，血清総酸r前立腺性酸フォスファターゼ

あるいはアルカリフォスファターゼのうちいずれかが

高値を示していt．

 ∬．膀胱癌（Fig．3）

 男性・女性ともに組織像は移行上皮細胞癌であった．

 1．男性：男性23例の血清ferritin値の平均は80・6

±72n 91ml，であった． Grade別ではgrade I（5例）；

II9。o±：91．3 ng／ml， grade II（3例） 1133．5士77．9

ngiml， grade III（10例） ：40．8±35 ngim1， grade

IV（5例）：90．0＝』54．5 ng／m1であった． Grade III

において血清ferritin値が20 ngfml以下であった5

例ともにUIBCは正常であったが，血清鉄の著減を

認めた（Table 1）．

 2．女性：女性5例の平均は81．0±37．1ng！mlで
あった．． frade別ではgrade I（1例）：20．4 ng／ml，

grade II （2｛列） ：73．7±：12，1 ngiml， grade IV （2

例）：118±2．5 ng／ml． gradeが高くなるにつれ血

清ferritinの上昇をみるが症例数がすくないので断言
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Table 2． ’ Serum ferritin levels’ 奄?carcinoma of

     the kidney （CAK）

   Ferri十inAge
    （ng／m1）

57

41

55
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66
52

 18．7

550．O

145．0

61．6

［2LO

［49．0

200

foo

Table 3． Follow up data （serum ferritin， CEA

     and AFP） in a case of carcinoma of
      the kidney

Ddte Ferrtln
（ng／ml）

CEA AFP
Cng／mtl Cng！ml）

   BPH ’ CAP
Fig． 2． Serum ferritin levels in benign pro－

     static hyperplasia （BHP） and carcinoma

     of the prostate （CAP）・
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Fig． 3． Serum ferritin levels in carcinoma of

     the bla（1．der（CAB）．1，］，皿，IV：histo－

    logical grade

はできない．

 皿．腎癌

 6例ともに組織学的には腺癌であった．Table 2に

示したように，症例2，41歳の330 ng／ml以外は正

常範囲内であり，平均132．7±101 ．7 ng／mlであった．

初診より死亡までの経過において，血清ferritin値が

追跡できた1例について，血清ferritin値． CEAおよ tt

びAFPの変化についてTablc 3に示した．

 症例は59歳男性で血尿，右側腹部腫瘤を主訴として

来院，精査にて右腎癌（sta窪e D）と診断された．術

前の血清ferritinは61・6 ng／ml血清鉄：69 ug／dl， l

ulBc：235μ9／dl，赤血球：3586／Mm3， Hb；．10・8

9／dl， cEA；undetectable， AFP；12 9／d！であった．

1980年6月10日，右腎摘出術が施行され，この際に大

量輸血（3000 ml）が行なわれた。術後約1ヵ月目で
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は血清艶rritin値は82．5 ng／mlであったが，術後5

カ月には418 ng／mlと上昇し，術後約6ヵ月すなわ

ち死亡の直前では314 ng／mlであった．全経過中

CEA， AFPの上昇は認めなかった．この症例は血清

肝炎を併発し，6月下旬にはGOT＝1320 mU！ml，

GPT：1084 mU／m1と上昇したが，7月下旬には正

常値となり以後GOT， GPTの上昇は認めていない・

 この症例の経過より，血清ferritin値が，病勢を反

映する可能性のあることが考えられたので，腎癌術後

で経過観察中の3例についての血清ferritin値の推移

を示しtのがTable 4である．術前330 ng／mlと高

値を示していた例では，術後低値を続け，術後9ヵ月

も29．7 ng／mlであり現在のところ再発の徴候を認め

ていない．術前143 ng／ml，121 ng／mlの2症例では

術後それぞれ290（2ヵ月），561（8カ月）ngtmlと

上昇を認めtので，現在この上昇が再発を意味するも

のかどうか精査中である．

考 案

 血清ferritinの微量測定が可能となり，各方面の研

究成果より， 1）生体内貯凹凹を敏感に反映する．

2）実質臓器の炎症，壊死により血清中に逸脱してく

る．3）悪性腫瘍はferritinを産生し血中に遊出する

’ことが判明してきt5）．特に第3の項目については，

CEA， AFPにつづく第3の癌胎児性蛋白としての意

i義についての研究がなされつつある．泌尿器科領域に

おいては木戸らの論文6）をみるだけで，いまだ十分検

討がなされているとはいいがたい．木戸ら6）によると

膀胱癌では異常値を示す例はすくなく，前立腺癌でも

24％の異常陽性率であったと報告しており，これはわ

れわれの成績でも同様の傾向であった．

 特に膀胱癌において20ng／ml以下であった全症例

では血清鉄の低下，UIBC：正常，でありこのことよ

り持続する出血により鉄欠乏性貧血状態となっている

ために血清ferritin値が修飾されている可能性を示唆

するものと考えられる．この点について，漆崎ら7）も

ヒト胃癌において消化管出血による血清ferritinの修

飾の可能性を示唆していることと似ていると考えられ

る．

 前立腺癌の進行したものでは血清総酸・前立腺性

アルカリフォスファターゼの上昇することはよく知ら

れているところであり，今回われわれのstage C， D

の症例では前記フォスファターゼのいずれかが上昇し

ているものが全例であり，この点血清ferritinの陽性

率は劣っていた．

 腎癌においては木戸らは46％，漆崎らは55．6％に陽

性であったと報告しており，われわれでは6例中1例

の陽性率であり彼等の成績より劣っていt，この点に

ついて，木戸らはRIAgnost Ferritin Kit（ヘキスト

社）を用いており，使用したKitの差による可能性

もあり，現在検討申である．

 木戸らによれば腎細胞癌においては，腫瘍性ferritin

が産生されるとしており6），臨床経過と腎癌の血清

ferritinはよく相関しているので腎癌におけるtumor

markerとして注目されるとの報告もあり7），これは

今回われわれの症例においても認められtところであ

り，さらに症例数をまして追跡する予定である．

結 論

 SPAC Ferritin Kitを用いて，前立腺肥大症，前

立腺癌，膀胱癌，腎癌の未治療時（腎癌においては治

療後も含めた）の血清ferritinを測定した。いずれの

疾患においても高値を示す陽性率は高くなかったが，

腎癌においては経過観察に有用性のあることが示唆さ

れた．
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